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						本日、2018年4月1日の「一般社団法人 伝統を未来につなげる会」との合併に伴い、本Webサイトの更新は終了し、今後の情報発信は「一般社団法人 伝統を未来につなげる会」のWebサイトで行うことになりました。お手数ですが、ブックマーク等の変更をお願いします。

■一般社団法人 伝統を未来につなげる会

http://denmi.jp/

					


					

					

					

				
					
					
					

					
						平素は、当会の活動に格別のご支援、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、昨年6月24日に開催された第二回通常総会において、会の法人化についての

決議事項が承認可決されたことを踏まえ、当会は一般社団法人化または既存団体

との合併を視野に調整を重ねて参りました。その結果、これまで任意団体として進め

てきた伝統木造技術文化遺産準備会としての事業活動を2018年3月31日に終了させ、

4月1日からは「一般社団法人 伝統を未来につなげる会」と合併し、新たな活動を

展開していく運びとなりましたことをご報告申し上げます。

当会は 3年前に京都でキックオフフォーラムを開催し、活動をスタートさせました。

設立当初より「伝統構法：日本建築の匠の技をユネスコ無形文化遺産に！」という

スローガンを掲げ、会員の皆様のご協力のもとに、様々な活動を展開して参りました。

そして、今年の 2月に開催された無形文化遺産保護条約関係省庁連絡会議において

「伝統建築工匠の技：木造建造物を受け継ぐための伝統技術」が 2020 年に登録

されるユネスコ無形文化遺産の提案案件として決定したことが文化庁から発表され

ました。これまで運動を続けてきた私たちにとって大きな成果であり、ここまで辿り

着けたのも、ひとえに皆様のあたたかい応援があってのことと、心より御礼申し上げます。

しかし、今回発表された無形文化遺産への申請対象は、我々が文化庁に要望してきた

内容のすべてを含むものではありません。今後の活動では、保存修理技術だけでなく、

新築で伝統木造住宅を建てる技術や、職人の道具をつくる技術、庭園や石垣普請の技術、

日本の山の木を守り育てるしくみにまで無形文化遺産登録の範囲を広げることを要望して

いきたいと考えます。そして、業界全体と国民が一丸となり、オールジャパン体制での

活動を展開することで、伝統技術が次世代に継承されていくことを最終目的としています。

皆様には引き続き、ご支援・ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い致します。

					


					

					

					

				
					
					
					

					
						「伝統木造技術文化遺産準備会」の事務局として、日本の高度な「匠の技」である伝統構法をユネスコ無形文化遺産にするための運動をたちあげ３年間活動してまいりました。

今朝の新聞各紙で、国連教育科学文化機関（ユネスコ）無形文化遺産の新たな候補として、宮大工や左官などが受け継ぐ伝統的な木造建造物の修理技術が有力になっていることが発表されました。

正式には、本日、2018年2月7日の午後に開かれる国の文化審議会で決まります。正式に選定されれば、2020年の登録を目指し、政府がユネスコに申請することになります。

「NPO法人緑の列島ネットワーク」「職人がつくる木の家ネット」「伝統的構法の設計法作成 及び性能検証実験 検討委員会」と、15年以上もの間、国産材を使って、職人が一棟ずつ丁寧にする家づくりを未来につなげるための活動をしてまいりましただけに、私自身も大変嬉しく、これもひとえに皆様のあたたかい応援があってのことと、心から感謝しています。

今日の報道では「申請の対象は、伝統工法で寺社を建てる宮大工や、漆喰で壁を仕上げる左官、かやぶきや檜皮ぶきの屋根職人、手縫いの畳職人の技術などが中心になる見込み」と書かれています。これは、文化庁が認めた選定保存技術団体のうち14件（13団体）のみを対象としており、私としては、伝統構法のもっともコアな部分がまず認められたものと認識しております。

今後の展開として「伝統的な木造建造物の修理技術」からさらに、新築で伝統木造住宅を建てる大工や設計の技術、職人が使う道具をつくる職人の技術、「庭屋一如」と言われる日本建築になくてはならない庭園技術、石垣普請技術、素材となる日本の山の木を守り育てるしくみにまで広げていきたいと思っています。加えて、これらのいずれの技術の伝承にも欠かせない「人材育成」にもスポットをあてたいと考えています。

来年度からは「伝統木造技術文化遺産準備会」を「一般社団法人 伝統を未来につなげる会」（会長―中村昌生）に合流させ、さらにこの運動の認知度をあげていくよう、努力してまいりたいと思います。

日本のすばらしい建築技術を支えて来た職人たちのはたらきが評価され、過去のものとしてではなく生きた技術として次世代に継承されていくためには、このことが国民全体の願いとなっていくような広がりが不可欠です。そのためには、まだまだ皆様の応援が必要です。

4月28日には、明治大学での1000人規模のフォーラムも予定しています。詳細が決まり次第、みなさまにもインターネットなどを通じておしらせしますので、ぜひご来場賜りますよう、お願いいたします。

伝統木造技術文化遺産準備会 事務局

職人がつくる木の家ネット 代表

NPO法人　緑の列島ネットワーク 理事長

大江 忍

※17時過ぎに、文化庁から正式に発表になりました。


2月7日（水）に開催された文化審議会無形文化遺産部会において，「伝統建築工匠こうしょうの技：木造建造物を受け継ぐための伝統技術」が本年度のユネスコ無形文化遺産（人類の無形文化遺産の代表的な一覧表）への提案候補として選定されましたので，お知らせいたします。

選定保存技術から登録されれば，初めての例となります。

なお、「伝統建築工匠の技：木造建造物を受け継ぐための伝統技術」の提案については，無形文化遺産保護条約関係省庁連絡会議（2月中旬以降開催予定）において審議の上，3月末にユネスコに提案書を提出する予定です。

（参考）今後の予定

平成30年2月中旬以降 無形文化遺産保護条約関係省庁連絡会議において審議

平成30年3月末 ユネスコ事務局に提案書を提出

これまでの例から見込まれる予定

平成31年3月末 ユネスコ事務局に提案書を再提出

平成32年10月頃 評価機関による勧告

平成32年11月頃 政府間委員会において審議・決定



					


					

					

					

				
					
					
					

					
						建築ジャーナル2017年12月号に

当会の活動が掲載されました。

掲載記事のページにUPしましたので

下記リンクからご覧下さい。

掲載記事




					


					

					

					

				
					
					
					

					
						6月24日に奈良で行われた講演会＆シンポジウムの記録映像をYoutubeに公開しました。

以下から視聴可能です。

「日本の伝統建築技術と木の文化の未来」

～ユネスコ無形文化遺産登録へ～

①隈研吾氏基調講演「新国立競技場と和の建築」



 

②シンポジウム 「匠の技から学び豊かな未来に」
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						2016年6月21日。

かねてより皆様にご協力を頂いておりました

「伝統構法：日本建築の匠の技」のユネスコ無形文化遺産への登録を求める請願書への署名を

とりまとめ、文化庁にて、中村昌生会長から馳浩文部科学大臣に直接提出して参りました。

最終的な署名数は31,073筆。

たくさんの賛同の声を頂き、本当にありがとうございます。

大臣からは、伝統構法について『守り伝えていかなければならない技術である』とコメントを頂き、

我々の取り組みに対しても『運動体は大きければ大きいほどよい。息の長い取り組みとして大事にしていただきたい。』『今後とも気合を入れてお願いします。』と激励のお言葉を頂きました。

伝統構法が無形文化遺産に登録されるまで、

この署名活動は第二次、第三次と続けて行きます。

賛同の輪を広げ、より大きな運動体にしていくためにも、

皆様には今後ともご協力のほど、宜しくお願い致します。
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						準備会の新グッズとして、トートバッグを作成いたしました。

ナチュラルなキャンバス地に茄子紺色でロゴと法被のマークがプリントされています。
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厚地で、側面にポケットもついていて機能的なので、お買い物バッグや

職人さんの道具入れとしてもおススメです。
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価格は2,500円（税込・送料別）となります。

ご希望の方は申込みページからどうぞ。

					


					

					

					

				
					
					
					

					
						日頃より当会の運営につきまして、ご理解・ご協力を賜り厚く御礼を申し上げます。

2016年4月20日前後に当会より発送した郵便物に記載されていた、「ＦＡＸ」の番号に誤りがございました。

お詫びならびに訂正をさせていただきます。

●FAX（事務局名古屋支部）

（誤）0561-74-0710 → （正）0561-74-0769

関係者および、誤記によってご迷惑をおかけした皆様には心よりお詫び申し上げます。

お問い合わせいただいた皆様にも大変ご迷惑をおかけし、誠に申し訳ございませんでした。

以後このようなことのないよう、気を付けて参ります。

今後とも、伝統木造技術文化遺産準備会をどうぞよろしくお願い申し上げます。

					


					

					

					

				
					
					
					

					
						より多くの方に「伝統構法：日本建築の匠の技をユネスコ無形文化遺産に！」の運動を知っていただくため、ポスター（A2版）を作成いたしました。上部の一番大きな写真には、岐阜県高山市在住の写真家、糸井奈緒美さん撮影のものを使用させていただきました。ありがとうございます。
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会員の方には順次、無料で配布させていただきます。職場や、イベント会場に掲示するなどしてまわりの方にＰＲし、この運動を一層盛り上げていただけましたら幸いです。

					


					

					

					

				
					
					
					

					
						11/21 高知県にて開催された「伝統構法を学ぶ会・84土佐の大工　伝統構法と地域性－土佐に見る」のイベント報告をUPしました。内容はコチラのページからご確認ください。
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		(C) 伝統木造技術文化遺産準備会

〒606 - 0805　京都市左京区下鴨森本町15 生研ビル内

Tel: 075-781-3339（担当大江）　Fax: 075-711-2823　Mail: info@dentoh-isan.jp


	

	

	



